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株式会社東海銀行に牢ける第二次オンライン
バンキングシステムーシステム100一
丁he Second Stage On-Line Banking SYStem Of THE TOKAI

BANK.LTD.

銀行のオンラインシステムは,銀行経営効率化の道具として,また,R′さ;‡Jt括に

密着した事務処理システムとして,取引人衆化を支えて党旗してきた｡そLて,そ

の第一二大システムは大きな効果を残して,次世代に移りつつある｡

取引ごとから顧客ごと情報への腱｢礼 単年斗目から預合科臼の処理へ,外部システ

ムとのネットワーク,総合情報システムの確_＼ンニ,ますます強くなった公共性に応じ

得る信束尉空｡

第∴二大オンラインシステムは,このような要請のもとに,より高効やな人形コン

ピュータシステムと,端末システムを導入し,人のシステムの血にも改発を加えて

構築され,実行に入っている｡

u 緒 言

｢システム100+は,日獅口50年代の銀行経営戦略と,効率経営

の道具として,開発してきたものである｡

現在,都市銀行をはじめとして,各金指虫機関ともオンライン

システムの拡張を実行中で,その内容は紋行の茶盤,歴史に

よって違いはあるが,システムの仕組み,機能については共

通点も多い｡

本稿では,｢システム100_+の開発に当たっで特に配慮したこ

とを述べ,主としてコンビュ⊥タンステム,営業店端末シス

テムの概要を紹介する｡

日 開発の背景

第一---ニ欠オンラインシステムは,預金･為背中心のシステム

で,その実行により,すべての営業J古とのオンラインシステ

ムネ､ソトワークをもつことにな一Jた｡そして,事務の正確･

迅速な処理,効率的な大量処理など大きなfナ理化効果を挙げ､

銀行経常施策の一一つの柱とLて推進されてきた取引大･衆化を

支えてきたのである｡

その活用が進むにつれ,システムは単科目の処理形態から

複合科目へ,営業店に代わってセンタHシステムでの取引

括人量記帳の増加,全Jおネットワークによる人出令サMビス,

テレックス綱を使っての通信サービスや他システムとの結

合,そして現金自動支払機や預入機の設置など,オンライン

システムが新しい単帥各･戦術を導き,かつ新しい情報の流れ

を創i宣して,多様化した｡

そして,開発当初に想定したシステム拡張台巳ソJ一や処月報巨力

の範l叫を超えることが予測きれた｡

加えて,50年代を支えるシステムを考えるとき,処理能力,

連用能力,信索引生,新規業務への即応性,人とシステムの+妾

点など,幾つかの改善が必要となり,それに効率的に対処す

るため,第二二大オンラインシステムの構築が要請されたので

ある｡

8 ｢システム川0.+の目的

前述の要請にこたえつつ,いっそうの事務fナ理化を凶るこ
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と,日常業務の流れの巾で,経営諸活動及
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での活動

情報を提供すること,経営の道具として高い信束副生をもち,

二悍米へのシステム拡大･ネットワ【クの拡弓良が谷易なことを

臼的と している｡

田 ｢システム100+の基本理念

徹底した事務合理化を達成しての営業店清三軌支援がテーマ

ということになるが,これはコンビュ】タを小心とした機械

システムだけでなく,｢八+と｢システム+がとけ合ったもので

なければ成し柑ない事柄であると考える｡

そのためには,システムを使う人の組織や管理システムと

の｢糀生,仙う人の要望,能力,満足感などをよく把握して設

計,IjH発,運用されなければならない｡

システムの仕様や,諸椎機能決定に際して,常に｢人とシス

テムの融合+を念頗において推進した｡

営業柄の記帳機にディスプレイ装置を付けた｡ニの装置は,

情報の鞘会や,オペレーションのガイダンスなどに佗われる

のが-一般であるが,｢システム100+では,記帳時の｢メモ+とし

ての活用を重視した亡〕この｢メモ+に記入している間は,その

･f祁の加除吉J止が自由に行なえる｡

また,/卜,乍実行している作業に関連して,ついでに何をす

ればよいかを教える機能ももたせた｡

記帳機の印字速度や,作動スピードを一段と速く し,自動

化Lて,従来と同じ労力,同じ時間で2倍ぐらいの仕事がで

きるようにした｡加えて経験を積み,努プJすれば∴つの作業

をオーバーラップLて進めることが可能で,使う人の能力見

合の効果が得られるようにした｡

情報の提供は,日常事務処理過程で入力されたデータの組

みfナわせで,次のi舌動のための情報を提供することを基本と

した｡山口えて,使う人の意思で,特別なデータ分析を実行し

ようとする場†ナは,E+常業務処理過程での入力追加努力をす

れば,より効果的な情報が得られるようにした｡

システムの運用時間帯は自由とし,本部や営業店で使う側

からみた場合も,コンピュータセンタ連用担当者から見た場

*株式会社東海銀行事務管理部 ** 日立製作所名古屋営業所
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合も,互いに影響を′受けずに仕事を進め得るようにした｡

これらの仕組みによって,i舌用する人や,その組織は,シ

ステムの制約から解放され,｢システム100+をなじみやすいも

のにした｡

向 ｢システム川0+の概要

次にシステムの概要について,そのコンピュータシステム

のj三な機能を中心に紹介する｡

(1)店別･顧客別名寄せを核とした顧客情報システムを含む

総でナ処理システム

(a)名寄せは片仙名氏名,住所で実行

(2)全科目総合オンライン処コ聾

(a)預金取引,為替取引,貸付収引,外同為件収リL その

他関連する仝勘延科目処理,勘定締_L二げ,日計などの総で†

処理を実行

(3)オンラインリアルタイムでの諸照会拡充

(a)設置仝端末から常時可能

(b)元帳照会75日間可能

(4)一一取引に関連した他可斗臼のIu川寺処理

(a)ワン･オペレ【ションによる糊口聞達動処王翌

(5)事前作業準備手法の充三夫

(a)オンライン全業務の予約記帳(10日揃Jから)

(b)作業時バッチトータルチェック機能による事前作業の

完結

(6)′計時オンライン連用

(a)営業JJfオンライ

可能

(怠罠雪雲言ニタ)
+卜 全銀

JP 全銀

営業店

システム

4.800BPS

システム

コンソー･ル

H-8589¶11

磁気ディスク

(200MB)

H-8575

磁気ドラム

=5MB)

H-8ヰ88

磁気テwプ

(†暮250K針s)

(6,250BPI)

運用監視盤

4.800BPS

店

ム

業
神

営

シ

＼ノ
タームデ

テ

行
ス

銀
シ

国信全通

(

ン使用,センタバッチ処理の同時丁実行

2.400BPS

HITAC M180

システム

規 用

(1)

HITAC M180

システム

オフライン兼

バックアップ

HITAC M180

システム

現 用

(2)

SP
nD

OO42

乙400BPS

48,000BPS

多
集

配

信

楽

(b) Hイ寸変更線の設定

(7)安与王道用(障害対策,運用支援,高保{手性,機密保持)

●-センタシステム

(a)代替機によるバックアップシステム

(b)障害影響範囲の縮小

(i) 2センタ(名古屋,束京)

(ii)ソフトウェアによる帖善部分切離し,オンライン中の

フし'ログラム保守

(c)障子;瑠壬響時間の縮小

(i)高能率なシステムコンソールによる切替ロー封印短弧 二

_利苛1キ防_11二
(ii)クイ･ソクリラン機能の充実

(d) フ7イル運用の強化

(i)ボリューム単位のJ占群フ了一イル梢追

(ii) オンライン中のオープン･クローズ処理

(iii) オンライン11のリ コンサイル処理

(e)連用兆態表ホ盤による障害斗大態の即時把捉

(f)連用指令320種の設定と三三時起動

は) スケジュールリストへの資釜丸 自動運転

センタのみ椎逆用や,オンラインバッチ(以下,OLBと略す)な

どの車fiTJスケジュールによる連用簡略化と,結果検証,ミス

f;ん+l二

(h)諸障害言+錨の自三軌蓄積による化さ守件の向_上二

●営業J㌔iシステム

(a)僚肘獅Li互バックアップ〔k主1線,端末制御装置(以下,

TCEと略す)障害畔〕

(b)TCE障害時の原凶把握(リモートダンプ),センタプ

2,400BPS

営業店

システム

多HITAC

M170

システム

現 用

48,000BPS

50～2.400BPS

集

配

信

装

外 部

システム:テレコムサービス

2.400BPS

48,000BPS

HユTAC M170

システム

オフライン兼

バックアップ

HITA(∋ Ml(∋0ⅠⅠ

フロント

システム

現 用

50--2､400BPS

外 部

システム

コンソーノレ

H-8589-11

磁気ディスク
(200MB)

H-8575

石義気ドラム

(15MB)

汁･8488

.碩気トプ
(1,25D鴨/s)

(6,250BPI)

運用監視盤

NCS(The Nippon Cashlng SorvICe

;‾ステ芸 Sys.モem)
テレコムサービス

図lセンタシステムの構成 名古屋,東京の2センタ方式とL,センタ間は48.000BPSで結合してある｡

外部システムとの接合は,東京にフロント･システムを置きネットワークの拡張性をもたせた｡
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ログラムロード機能

(c)オフライン処理機能拡プ亡と,再人自動化

(d)伝送の暗号化,オペレ〉一夕IO(Identificationノ)カーード

の使用などによる機洩､1保+寸

(8)集配イ‾占装置によるネットワ･-ク

(a)センタ問48,000ビット/秒

(9)新営業ノ才子端主末システム

(a)偶の性格,･規模に応じた多様な接続,効ヰく投資

(b)プログラマブルTCE

(i)多種多端末棲続(貴人32子‾り

(ii)ハイ レ/くルデーータ伝送利子卸(H王〕LC)

(iiカ 端末集古｢機能+バッチ処月ゝトータルチ ク機能(人道

人力の完結処推)

(iヽウオフライン処月との充ノ夫,後送機能

(v)センタローード機能

(C)汎用記帳機

(i)今村巨j処理一首装JJ消ミ2線タイプ

(ji)ディスプレイ装置によるメモ縫能､オーバラlソフ∪オペ

レーショ ン,:ゲイ ダン

(iii)マトリクス70リ ン

ク印字,i英字,大‾文字,

(iヽ∂人__とょ情報アウトプ

ス,照会機能

タノ〕採用一印て二速度の砧油化,

花丈ナiニ

ット:乏イ三機能:(ハrドコピー)

ノヾ､ソ

(v)磁;も通帳の才采川一入ブJデー一夕の【_丁Ⅰ勧化,仲人排～11模作

の自亙り化

如D オペレータIDカーーードの才采川

(d)多重分岐装置

(i)僚柄柏_f上接紙

(ii)′ト規模りiTCE代作

l司 ｢システム100+の構成

ハートシステム,ソ■7トシステム使びノ汁二葉り.iテンステム･ノJイ構

成は次のとおりである‥

(1)センタシステム(図1参照)

汽【‾li足,火京の2センタ方J〔を才末梢,それぞれりf別分1別収

容の構成とLた｡外部との+貴紙は,東京センタにフロントシ

ステムを置きネットワーークの拡軋ミ′性をもたせている〔

2センタん式は,センタオペレーーーショント謹了l▲一の体力丘似

手法資となることは避けJ〕れないが,

(a)障害時の影響範帥を物理的にもうナ散できる(1

(b) その他j或に密着Lた …J.1iサ【ビスが実行Lやすい

(C)センタ遥拝川引告=二余裕をもちやすい｡､

ことから才呆用した【つ

(2)ソフトウエアシステム〔図2_参照′)

｢システム100+は,前述のように多くク‾)機能を必賓としたは

か,ニ将来への拡脹竹三,硯システムからの移行件をも備えたも

のでなければならない.+

ソフトウェア開発においては,幾つかの内報が伴/ノたが,

二大のし渚点に留意して解決Lてきた〔,

(a) オペレmティ ングシステムはバーチュアルオベレーテ

ィングシステム(VOS2)を採用Lたが,人規模銀行オンラ

インに適合するよう機能,性能の強化を阿った｡

(b)オンラインコントローールプログラム(以■卜 OCPと略す)

は専用プログラムで,運用1如の機能強化を回ることと,プ

ログラム間のインタフェースをドけ呂･にする目的をもたせ,

多人数のプログラマーによるソフトウェア開発を効率よ く

推進できるよ うにしたr〕

(C)業務処理プログラムは適正なモジュ【ル分割を計i由柑勺

磁 気 磁 気

ディスク
磁気

トフ

ドラム

物 理 仮想記憶 区 分 順アクセス法

アクセス法 アクセス法 アクセス法(BSAMノノ

(EXCP) (S〉SAM)(BPAM) OSAM)

オペレーティング

システム

(VOS2)◆-

◆

図2 ソフ

オンライン ◆
コントロール

プログラム

(OCP)

業務処理

プログラム

(APL)

l
通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム

(B T A M)

◆
営 業 店 端 末 シ ス テ ム

外 部 シ ス テ ム

トウエアシステムの構成 オンライン コントロール プ

ログラムを中核とLて,各プログラム間のインタフェースを円滑にするととも

に,大規模オンラインバンキング･システムに要束される機能及び性能の強化

を図っている｡

に行ない,開発及び､保守グ)谷易さを確保した｡

(3)′首業り揃.i末システム(図3香椎)

システムが総合的になり,かつ【_′J軌機に_よる営業上L川i】や,

サービスの範川が拡人され,他システムとのネットワーークも

L乙かるなど､その什仝ヤ=ま高く,システム障害の呈;与三等酌ま人きい｡

′片岩りi端末システムは､官業継続に丈寸して17′しバ､ソクアッ

プシステムである必紫があるので,i由仁川11線卜のトラブルも

計めて対策を考え,図3のようなf‾卜組みとした｡

また,オンライン肺害時には,官業いi端末システムだけで

のオフライン記帳機能で,ほとんどの業務処胡とができるよう

にL,′呂ミ'業♂〕継続を保l箪した｡

l巳 ｢システム100+の機能的特長

システムの仝谷は,前述したとおりであるが,以‾卜iミな三拝

上主について紹介するlr

7.1 オンラインファイル

フ丁イルは図4にホすとおり に構J戊し､デー一夕セ

･ソト単位は数鰐仰亨をまとめた店群デーー･タセlソト構造とLた｡

店辟デーータセットはポリユーーム単位に作J戊し,負荷の‾乍滑

化がl頚jLること,科目別ファイルと同等に拭えること,ri刀
一

デMタセット内で1斗H連動ができるなど有効である.〕また,

オンライン専用VSAM(SVSAM:SpecialVirtualSto‾
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A支店

固定ヘッド

ディスク

妄6;
Ⅰ/0チャネル

2,400BPS

リモートチャネル

Ⅰ/0デバイス

T-41

ビデオ

ターミナル

現金自動

支払磯

預入機

T-11

分岐装置

丁-31

タイプライタ

2丼00BPS

TⅥ21

記 帳 機

B支店

固定ヘッド

ディスク

妄岩石
リモートチャネル

2,400日PS

Ⅰ/0チャネル

工′/0デバイス

現金自動

支払棟

預入機

図3 営業店端末システムの構成 A(B)店の回線,又はコントローラが障害時.分岐装置を介LてB(A)

店のコントローラ,回線を経由して営業店運用を可能とした億店相互バックアップ構成を示す｡

金預通普

金持…段男 アフ

イ

ル
一イ

金

預

貸

名

集

フ定勘座=ヨ

全預期
(疋

金環突通

全預立積

タスマ寸

フせ害

計

計

共 通 サ フ

各-･種-キ_ユ_-
フ

フ

イ

イ

イ

イ
ブノ

イ

イ
ブノ

イ

イブノ

イ
イ

ウノ

レ

図4 店群別ファイル構造図 ボリューム単位に数箇店をまとめた店群

デ‾タセット構造を示す｡各科目ファイルは数箇店単位に構成されている｡

14

T-11

分岐装置

T¶31

タイプライタ

丁-41

ビデオ

ターミナル

T-21

記 帳 機

rage Access Method)のもとで,ボリューム単イ立にファイ

ルの拡呪 再編成,及び帽正回傾処理が実行できる｡特に,

障害時にボリューム単イ立に取り扱えることは,影響範囲が限

定され効果は大きい｡なお,名寄せファイルとの関連は図5

のとおりとなっており,顧客別に情報が集約される構造とし

た｡

7.2 システム運用性の向上

システム規模の拡大に伴い,運用もより稜雉となり作業負

荷も大きくなった.〕このため,システム全体の運用がjt確,

Hラ骨,かつ谷易に行なえることが必要となり,次のような機

能,装置を採り入れた｡

(1)システム道川指令をセンタj基用,業務運用,甘業店運用

など,機能別に8項320椎に細分化設定し,スケジュ【/レフア

イルにスタックLた｡そして,開始指令の投入により所定の

時1別に白J軌起動され,オンライン運用が遂行される｡指令の

実行と同時にその内客が逮捕席にタイプアウトされ,ミスの

防止を図るとともに,状況が把握できる仕組みとした｡

(2)運用状態表示盤により,センタ連用担当者に必要な情報

を表示している｡状態表示は---･定時開聞隔で更新され,シス

テムニ状態変化の即時把]攫が可能となった｡なお,表示内容は,

運用指令の実行状況,他システム他センタとの接続斗犬況,営

業店の運用状i兄,端末システムの稼動二状況などで,内容別に

表示の色を変え,パターンで状態が分かるようにした｡また,

システムコンソールにより,運用での装置の編成変更,障害

時の装置の七り維し,切替えを一ノ亡管理するとともに,操作の

簡素化,時間の短縮,ミスの防止を図っている(図6参照)｡
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図6 システム運用席 運用状態表示盤とシステムコンソールを示す｡

7.3 常時オンライン運用機能

営業店のオンライン運用とコンビュmタセンタでのバッチ

処理を,互いの制約なしに実行するために日付変更線処理と

OLB処理機能をもった｡

(1)日付変更線処理

センタでのバッチ処理のため,従来は営業時間帯の区切り

でオンライン允帳が閉塞され,以降は手作業や翌日の追加処

理で営業店業務を進めてきた｡対顧客取引の処理日付は動か

さず,システム日付だけを変更する仕組みを採り入れ,次項

のOLIi処理機能と合わせてオンライン運用を常時実行しつつ

センタ作業の実行を可能にした｡

(2)OLB処理

通常オンライン業務処理でアクセスするファイルを,バッ

外国為替

明 細

ファイル

そ の 他

注‥t

為替登鐸

ファイル

店群ファイル

チ処J聖でも並行してアクセスできるようにした｡

OLBはOCPの制御のもとで実行されるが,直接オンライン

ファイルを更新する｢センタ記帳+タイプと,オンラインファ

イルのバックアップコピー,情報の抜き出し,検証処理などを

行なう｢ファイルメインテナンス+タイプの二つがある｡OLIi

は次のような特長がある｡

(a)VOS2と同一のジョブコントロール方式を採用し,オ

フラインプログラムを容易にオンラインに吸収できる｡

(b)ダイナミックアロケ∽ション/デアロケーション機能に

ょり,資源の占有はOLIi実行時だけとし,資源の有効活用

を図った｡

(C)ジョブキューの採用により,最大15本のマルチOLB処理

を可能とした｡

(d)OLB処王型群をOLBスケジュールリストに発録し,その

後は自動起動され処理される｡これにより,処理の重複抜

けがl坊止され,オペレーションミスの防止を図っている｡

7.4 障書プログラムの自動切離しと回復1幾能

ソフトウェア障害が発生した場合,システムの本質的機能

を‡員なうものでない限り,その障害により影響を′受けるシス

テム機能の一部を切り絶し,オンライン運用を続行すること

にしたほうがよい｡

本システムではOCPでマルチタスクモジュMルリンク制御

を行ない,障害を起ニーしたプログラムを検知し,閉塞を行な

うとともに探索に必要な情報の亡1-けJを行なう｡

また,該当プログラムは條因判明後,オンライン中のプロ

グラム修正機能により回復させ,閉恭解除を行なうこともで

きる｡70ログラム閉塞は取引単位,科目単位としてある｡

本機能はオンライン運用だけでなく,プログラムテスト,

デバッグにも有効な手段となった｡

7.5 クイックリラン処理機能(図7参照)

システム障害時の凹復時間の短縮化は必須の機能である｡

15
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図7 クイックリラン処理方式 オンラインシステムの回復時間の短

縮化は必須の機能である0短時間での回復処玉里を実現するクイックリラン処壬里

方式を示す｡

～
j

論文

クイ､ソクリラン処稚機能は,通常のステップリスタート,チ

ェリクポイントリスタートとは共なI),システム全体をシス

テムイニシャライズ完了二状態にもどし,回復処理を実行する｡

二れはオンライン開始時に,システムマクロによリメモリ

状態を退避L,障害が発生Lたときにこのメモリ兆態に迫二接

梅山L､OCPのりラン処理でl苺プチ発生時のメモリ北態,シス

テム状態を回復させる｡

クイ･･′クリラン処理は,各種テーブルの展F乳 フ7,イルの

オ‖ナン処理などの簡素化を図るとともに,磁乞いごラム記憶

装置の採用によりスピードアップを図った｡

【ヨ 結 言

■システム100+は,若い築何の緊密な連携のもとで作りあげ

⊥一Jれてきた膨大な一千紘,仕様手㍉100ノノ▲ステップ以上にもなる

プログラム群,そLて■‾引三相性のコンビュ【タシステムに支

えJ)れ本稼動に入りつつある｡

新Lし､ システムも,仝常紫店に門己;貰され清和を

始ダ)てし-る.｡

†ノかL†システムは1加丈Lたのではなく,次への範一一歩を

踏-ち･【11L7二ところである｡本システムは,拓臼,100ノJ‾件以上

の上fりlモ処理L,油川する顧茶や行且iに鍛えられて,より付

く,より仕いやすいもグ)に改善されてゆくし､

/｢紹,常砦榊fレステムのいノーノそうの充填,活動帖軸の拙

供などに上り,｢システム100+の粁夫な々引鞘を進めて付く千;と

てある_.

終わりに∴システム100_Jを構築するにご1た/ノて,柚々御指

やと御協力をいただいた関係糸イ､ンニに対Lて,深く感謝の意を

表わすニjこ節であるL_′

大形科学計算技法と仮想メモリ方式

日立製作所 村田健郎

情報処理学会誌 柑-3,222(昭52-3)

熱と流れのカ･ノブルLた†后微分方柱士〔系

とか,荷′巨E粒子の拡散及びドリフトを扱う

化石微分方程式系な′どの数値的シミュレーシ

ョンが,最近設計レベルでいま'つぼつ現実

味を帯びてきた｡

これJ)は,弄分法､丈は付災要素法によ

つて問題を馳散化し,人次元の,しかし帯,

又は緑つき帯形の行列問題に什右できる｡

完1モなl馴勺解法に替わって,準陰的(Semi-

Implicit)な解法が穀近怯んになってきて

いる｡

佃想メモリ方式は,大筋とLては卜述の

傾向を助けるものであるとは言え,そのか

J〕くりを何も知らないでプログラムLても,

うまくいくというほどには有能で乙･い｡

今別ま,｢晰数分方程式系の有限要素解析+

に言た場する主要計算技法が,仮想メモり方

程式の計算機にどのような負荷を与一えるか

について説明したい｡結論から言うならば､

｢帯行札(あるいはブロック借行恥 にお

いてあらわれる,主要プログラムの主要ル

+プの"Working Sett'なるものについて

の知見を持つこと_.か肝要だとしゝうことで

ある｡例えば,′R㍗川由mク)対称止程他行列

をUIリコし乙キ=分解するとき,そのi二要

ルーープは,〟～､ナク)一列すなわち,

ノ=ml～ト1を〟′ノに食検するための,
1

†上2-.メ=(恥ノー∑王J良～-U々り〟‥由一m】

である｡ニニに､ml=トm＋1ヒした_.

ニグ)ループのWorking Setは,

m2語

と見鰯られる｡′ rr+様に,オ､ウス消去法のそ

れは3m2,ハノ7フ＼ホルダーニ角分解も3m2,

内横形計特に執イ'iしたクラウトf+こは10皿2な

どである｡Working Setがそのプログラム

にそ･のとき割り当てJフれている_トメモリ容

量以下ならば,常子けりく千体が要求するメモ

リ茶壷は,十ノモり谷違を人帖に超えてし､

てもかまわない∴針二_1･_述グ)Working Set

が主ノモり容量を超えるときは,詳解しが

たいアイトルタムを発叶.する二.二れを｢パ

16

【チ7/レ公害+と呼ぶ｡
さて,ニういうことさえ抑えているなら

ば,我々の二王一三たる知的エネルギーは,もっ

ぱら｢場の物理特件をうまくとらえて,それ

をオⅥソトソクスな数値計算技法の中に取

り込む..r 二とに集中すればよし-二とになる｡

実際,｢部分構造法+と｢準捌勺解法+は,

本稿グ)殺袖に述べた板の間題にとって必委員

のテクこ‥ノクであるが,そのとき,部分構

造内の称叶的レイノルズ数,あるいはぺク

レ敷か,プロ･ノク反徽去におし】て登場する

■【縮小行列+AIBのノルムにそのまま対応

していることなどの知見が,効率のよいプ

ログラムを作成する卜で非常に掛二止つ｡

本論文ではそのようなことを,｢日然対流場

の有限要素解析+を例にとって,若干只休

的に解説Lている｡

ここに自然対流場とは,｢局所的な加熱の

ある流体の場が,加熱に伴って発生する温

度二う配による浮力によって流れが引き起

こきれる場+のことで,応岡範【一旦酌まはい｡




